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― 57 ― 学生懸賞論文

学
生
懸
賞
論
文
発
表

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
学
生
、
別
科
在
籍
者
）

　
佳
作
＝
本
誌
八
月
号
掲
載
＝

　
　
田
子
　
晃
矢
（
文
学
部
史
学
科
三
年
）

　
　
　
清
代
中
期
に
お
け
る
書
院
の
「
官
学
化
」
と
科
道
官

　
　
鈴
木
健
多
郎
（
神
道
文
化
学
部
神
道
文
化
学
科
三
年
）

　
　
　『
仏
度
伝
』
に
見
る
内
山
真
龍
の
神
観
と
仏
教
観

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

　
佳
作

　
　
山
口
　
祐
樹
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
二
年
）

　
　
　
古
代
伊
勢
神
宮
祭
祀
と
大
神
宮
司

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
当
時
）

　
　
　

選
　
評

　
山
口　

祐
樹
（
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
二
年
＝
平
成
二
十
九
年
度
）

　
　
古
代
伊
勢
神
宮
祭
祀
と
大
神
宮
司

　
山
口
祐
樹
氏
の
論
考
の
優
れ
た
点
は
、
大
神
宮
司
の
職
掌
解
明
上
、
伊

勢
神
宮
の
儀
式
次
第
の
解
釈
に
基
づ
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
用
性
を
示
し

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
同
氏
が
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
神
宮
司
に
関
連

す
る
先
行
研
究
の
多
く
が
、
同
職
の
「
神
宮
の
雑
務
管
掌
」
と
い
う
職
掌

の
一
面
に
注
目
し
、
禰
宜
を
筆
頭
と
す
る
在
地
神
職
と
の
関
係
性
の
薄
さ

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
対
象
論
文
で
注
目
す
る
儀
式
次
第

に
は
、同
職
と
禰
宜
以
下
が
共
同
で
こ
と
に
当
た
る
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
例
に
着
目
し
て
、
大
神
宮
司
と
在
地
神
職
と
の
関
係
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
た
点
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　
対
象
論
考
の
具
体
的
な
検
証
の
テ
ー
マ
は
二
通
り
に
分
け
ら
れ
よ
う
。

一
つ
目
は
大
神
宮
司
自
体
の
儀
式
へ
の
関
わ
り
方
、
今
一
つ
は
特
定
の
儀

式
に
大
神
宮
司
の
関
わ
ら
な
い
理
由
で
あ
る
。
特
色
あ
る
の
は
後
者
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
斎
戒
に
着
目
し
、
大
神
宮
司
と
比
較
し
た
際
の
禰
宜
の
厳

格
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
こ
そ
、
組
織
な
い
し
世
俗
の
職
務
か



國學院雜誌　第 119 巻第 9号（2018年） ― 58 ―

ら
の
観
点
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
大
神
宮
司
の
特
色
で
あ
り
、
同
時
に
当

該
論
考
の
顕
著
な
特
色
で
も
あ
ろ
う
。
な
お
、
史
料
性
、
と
り
わ
け
古
代

に
関
す
る
記
載
に
難
の
あ
る
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
を
採
用
し
た
点
に
つ

い
て
は
、今
後
論
を
展
開
さ
せ
る
際
に
一
層
の
説
明
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
前
者
の
検
証
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
神
嘗
・
月
次
祭
の
奉
幣
や
式
年
遷

宮
の
遷
霊
は
、
い
ず
れ
も
朝
廷
が
主
導
す
る
儀
式
で
あ
る
。
そ
れ
ら
で
も

禰
宜
な
ど
の
在
地
神
職
の
関
与
す
る
点
に
留
意
し
た
の
は
良
い
と
こ
ろ
だ

が
、
大
神
宮
司
が
統
括
す
る
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
は
な
お
踏
み
込
む
余

地
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
提
起
し
た
課
題
を
解
き
明
か
す
上
で
は
、
実
際
上

「
大
神
宮
司
が
禰
宜
に
い
か
な
る
権
限
を
行
使
で
き
た
か
」
と
い
う
問
題

も
、
儀
式
次
第
が
詳
細
で
あ
る
の
で
論
証
で
き
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
大
神
宮
司
と
禰
宜
等
が
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
を

結
論
で
は
強
調
す
る
。
相
互
補
完
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
先
行
研
究
は
再

検
証
で
き
、さ
ら
に
新
た
な
論
点
も
提
示
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

対
象
論
考
で
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
も
良
か
っ
た
と
考
え
る
が
、
今
後
の

研
究
で
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
期
待
し
た
い
。

　
平
成
三
十
年
度
　
國
學
院
雜
誌
学
生
懸
賞
論
文
募
集

一
、
応
募
資
格
：
第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
生
・
別
科
在
籍
者
）

　
　
　
　
　
　
　
第
二
部
門
（
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

一
、
枚
　
　
数
：
四
〇
〇
字
詰
四
〇
枚
～
五
〇
枚
以
内

一
、
テ
ー
マ
：
題
目
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
但
し
、
未
発
表
学
術
論
文
に
限
る

　
　
　
　
　
　
　（
卒
業
論
文
も
可
。た
だ
し
規
程
の
枚
数
に
収
め
る
こ
と
。）

一
、
締
切
日
：
平
成
三
十
一
年
三
月
末
日
（
当
日
消
印
有
効
）

一
、
入
　
　
選
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
五
万
円
）

　
　
佳
　
　
作
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
三
万
円
）

一
、
発
　
　
表
：�

入
選
論
文
お
よ
び
す
ぐ
れ
た
佳
作
論
文
は
本
誌
に

掲
載
予
定

一
、
選
　
　
考
：
國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会

一
、
投
稿
先
：
國
學
院
大
學
文
学
部
資
料
室

　
　
　
詳
し
く
は
本
誌
表
紙
裏
面
を
参
照


